
1/17/21               ｢偉⼤な創造主｣                  詩篇 8 
  
テーマ：偉⼤な創造主にを⼼からの礼拝を捧げること 
 
 ※イザヤ 43:7 
｢わたしの名で呼ばれるすべての者は、わたしの栄光のために、わたしがこれを創造し、これを形造り、これを造った。｣ 
 
※詩篇 27:4 
｢私は⼀つのことを主に願った。私はそれを求めている。私のいのちの⽇の限り、主の家に住むことを。主の麗しさを仰
ぎ⾒、その宮で、思いにふける、そのために。｣｣ 
 
 
 
○⼼からの礼拝を捧げるのに相応しい⼆つの態度 
 
1．創造主の＿＿＿＿＿＿＿＿をどんな時も認めること(1-2) 
 
※出エジプト記 3:13 
｢今、私はイスラエル⼈のところに⾏きます。私が彼らに『あなたがたの⽗祖の神が、私をあなたがたのもとに遣わされ
ました』と⾔えば、彼らは、『その名は何ですか』と私に聞くでしょう。私は、何と答えたらよいのでしょうか。｣ 
 
※出エジプト記 3:14 
｢神はモーセに仰せられた。「わたしは、『わたしはある』という者である。｣ 
 
※詩篇 19:1 
｢天は神の栄光を語り告げ、⼤空は御⼿のわざを告げ知らせる。｣ 
 
※マタイ 21:12-16 
｢それから、イエスは宮に⼊って、宮の中で売り買いする者たちをみな追い出し、両替⼈の台や、鳩を売る者たちの腰掛
けを倒された。そして彼らに⾔われた。「『わたしの家は祈りの家と呼ばれる』と書いてある。それなのに、あなたがた
はそれを強盗の巣にしている。」また、宮の中で、盲⼈や⾜のなえた⼈たちがみもとに来たので、イエスは彼らをいやさ
れた。ところが、祭司⻑、律法学者たちは、イエスのなさった驚くべきいろいろのことを⾒、また宮の中で⼦どもたちが
「ダビデの⼦にホサナ」と⾔って叫んでいるのを⾒て腹を⽴てた。そしてイエスに⾔った。「あなたは、⼦どもたちが何
と⾔っているか、お聞きですか。」イエスは⾔われた。「聞いています。『あなたは幼⼦と乳飲み⼦たちの⼝に賛美を⽤
意された』とあるのを、あなたがたは読まなかったのですか。」｣ 
 
※1 コリント 1:27-29 
｢しかし神は、知恵ある者をはずかしめるために、この世の愚かな者を選び、強い者をはずかしめるために、この世の弱
い者を選ばれたのです。また、この世の取るに⾜りない者や⾒下されている者を、神は選ばれました。すなわち、有るも
のをない者のようにするため、無に等しいものを選ばれたのです。これは、神の御前でだれをも誇らせないためです。｣ 
 
 
 
 
 
2．創造主の＿＿＿＿＿＿＿＿を感謝すること(3-8) 

a) 創造主は⼈を⼼に留めてくださる(3-4) 
 
 
 



※マタイ 10:29-31 
｢⼆⽻の雀は⼀アサリオンで売っているでしょう。しかし、そんな雀の⼀⽻でも、あなたがたの⽗のお許しなしには地に
落ちることはありません。また、あなたがたの頭の⽑さえも、みな数えられています。だから恐れることはありません。
あなたがたは、たくさんの雀よりもすぐれた者です。｣ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

b) 創造主は⼈を特別な存在として扱ってくださる (5-8) 
 
※創世記 1:26-27 
｢神は仰せられた。「さあ⼈を造ろう。われわれのかたちとして、われわれに似せて。彼らが、海の⿂、空の⿃、家畜、
地のすべてのもの、地をはうすべてのものを⽀配するように。」神は⼈をご⾃⾝のかたちとして創造された。神のかたち
として彼を創造し、男と⼥とに彼らを創造された。｣ 
 
※ヨハネ 4:24 
｢神は霊ですから、神を礼拝する者は、霊とまことによって礼拝しなければなりません。｣ 
 
※へブル 2:6-9 
｢むしろ、ある個所で、ある⼈がこうあかししています。「⼈間が何者だというので、これをみこころに留められるので
しょう。⼈の⼦が何者だというので、これを顧みられるのでしょう。あなたは、彼を、御使いよりも、しばらくの間、低
いものとし、彼に栄光と誉れの冠を与え、万物をその⾜の下に従わせられました。」万物を彼に従わせたとき、神は、彼
に従わないものを何⼀つ残されなかったのです。それなのに、今でもなお、私たちはすべてのものが⼈間に従わせられて
いるのを⾒てはいません。ただ、御使いよりも、しばらくの間、低くされた⽅であるイエスのことは⾒ています。イエス
は、死の苦しみのゆえに、栄光と誉れの冠をお受けになりました。その死は、神の恵みによって、すべての⼈のために味
わわれたものです。｣ 
 
 
 
 
 
 
à だからこそ、私たちは創造主を誉めたたえること(9) 
 
 
 
 
 
○まとめ 
※ローマ 1:20 
｢神の、⽬に⾒えない本性、すなわち神の永遠の⼒と神性は、世界の創造された時からこのかた、被造物によって知ら
れ、はっきりと認められるのであって、彼らに弁解の余地はないのです。｣ 


